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物象化の進展と貨幣資本の運動
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2)『資本論』第 3部からの引用では,MEGA,Ⅱ/4.2所収の,『資本論』第 3部第 1稿の
草稿ページおよびMEGA版のページを記している｡訳文は,第 5篇 (章)では大谷禎之
介の研究により,また第 7篇 (章)では岡崎次郎訳 (国民文庫版)を利用している｡
また,｢三位一体的範式｣のもつ意義に関連して,高須賀義博 ｢経済的 ｢三位一体範式｣
の解剖｣『経済研究』(一楠大),38巻 1号,1987年 1月,も参照｡
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と創業者利得｣『経済学研究』[九州大],37巻 1-6号,1972年 3月,および ｢ヒルファ









1968,および,初版 (1932年)と同じ1950年版の邦訳 として,北島忠男訳 『近代株式会
社 と私有財産』文雅堂銀行研究社,1958年,を参照｡ただし,1968年版での本文の変更
は少い｡
また,ヨアヒム ･ビシ ョフは,第三の資本制を株主価値資本制 (DerShare-holder
valueKapitalismus)と規定している (JoachimBishof,EntfesselterKaPitalismus,Tyms-
formationdesewopdishenSozialmodels,VSA-Verlag,2003,S.30-53)0
9)貨幣資本家の資金は自己資金だけではな く,年金基金なども大 きい｡ ドラッカーは
1976年に ｢年金基金社会主義｣について注目している (ピーター ･F･ドラッカー[佐々
木実智男 ･上田淳生訳]『見えざる革命一乗たるべき高齢化社会の衝撃一』ダイヤモン ド
社,1976年)0
また,ミシェル ･アグリエッタも ｢資産所持の蓄積体制｣ としてこの事態にも注 目し
ている(MichelAglietta,"DerKapitalismusYonmorgen',inEinneuesAkkumulation-
sregime:DieRegulationtheorieaufdemPrdfstand,Hamburg:VSA-Verlag,2000)0
























































194 経 営 と 経 済
ものを用いなくてはいけないでしょう｡自己危険化は,その止揚を求めて叫ぶ物象化で
す｡このことが,正直に認めると世界リスク社会におけるサブ政治のわずかなチャンス
なのです｣(島村賢一訳 『世界リスク社会-テロ,戦争,自然破壊-』平凡社,2003年,
131-132ページ)｡
